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B 日本事情（B） 50 42 92
（ア）日本文学 （20） （22） （42）
（イ）日本文化・歴史（風土を含む） （30） （20） （50）
小　　　計 82 68 150
A 現代産業及び現代文化に関する 60 60
参観・研修等
B 伝統産業及び伝統文化に関する 60 60
見学等
C 特別講義 30 30
小　　　計 60 90 150
A 日本語概説 60 60 120
B 日本語強化コース 240 80 320
小　　　計 300 140 440




















































































































































































































































































































同 教 授 は ， International Board on the
Application of the Mössbauer Effectの日本委員，
























































































































































































































































































































































































































































































































































































































民事訴訟における証拠開示制度の研究 法 学 研 究 科 助教授 笠井　正俊
地方自治体における総合計画の実効性とその評価に関する実証研究 経済学研究科 助教授 松井　啓之








分子動力学法を用いたコーディエライトのコンピューターシミュレーション 理 学 研 究 科 助　手 三宅　　亮
一軸性圧縮による有機導体の電子物性制御 理 学 研 究 科 助　手 前里　光彦
活動宇宙の根源としての磁場の物理量を精密に測定する手法の研究開発 理 学 研 究 科 助　手 上野　　悟
富士火山の下におけるマグマと水の溶解条件の実験的解明 理 学 研 究 科 助　手 川本　竜彦
ヒト尿中に存在する新規ダイオキシン様物質，Ｒ１，Ｒ３の同定とその特 工 学 研 究 科 助　手 松田　知成性解析
セルロース繊維分散系の凝集構造と流動特性の制御 農 学 研 究 科 助　手 巽　　大輔
非最小位相系に対する非因果的な反復学習法の開発とそのヘリコプタ制御 情報学研究科 助　手 十河　拓也への適用
【理学・工学】系
研　　　　究　　　　課　　　　題 所　属　・　職　・　氏　名
ノックインマウス系を用いた視物質機能の解析 理 学 研 究 科 助　手 今井　啓雄
アスピリン喘息に関与するプロスタノイドの解明 医 学 研 究 科 助　手 小林　拓也
コンディショナルトランスジェニックマウスの作製による COX-2の腸管 医 学 研 究 科 助教授 大島　正伸
上皮に及ぼす影響の研究
新規インスリン分泌促進薬の膵β細胞KATPチャネルにおける結合部位の 医学部附属病院 助　手 長嶋　一昭
同定，及び薬剤特性の検討
細胞膜裏打ち蛋白質ビネキシンの機能解析による細胞の足場依存的増殖 農 学 研 究 科 助　手 木岡　紀幸メカニズムの解明
神経細胞における RhoファミリーＧ蛋白質の機能及びその作用機序の解 生命科学研究科 助　手 加藤　裕教
析
小胞内にプールされる亜鉛の生理機能の解明 生命科学研究科 助　手 神戸　大朋






『先史の観念』（翻訳） 文 学 研 究 科 助　手 冨井　　眞
【人文・社会】系
研　　　　究　　　　課　　　　題 所　属　・　職　・　氏　名
























登録年月日 建　　　物　　　名　　　称 建築年 所　在　地（構　内）
平成９年６月12日 理学部附属地球熱学研究施設 Ｔ13 大分県別府市野口原
平成10年７月23日 楽友会館 Ｔ14 （総合人間学部構内）
〃 農学部表門及び門衛所 Ｔ13 （北部構内）
平成10年９月２日 尊攘堂 Ｍ36 （本部構内）
〃 文学部陳列館 Ｔ３ （本部構内）
〃 農学部附属演習林旧本部事務室 Ｓ６ （北部構内）
平成12年11月６日 総合人間学部正門 Ｍ30 （総合人間学部構内）
〃 総合人間学部門衛所 Ｍ30 （総合人間学部構内）
〃 本部構内正門 Ｍ26 （本部構内）
〃 人文科学研究所附属漢字情報研究センター Ｓ５ 左京区北白川東小倉町
総合人間学部正門（明治30年建築）
三高吉田学舎が京都帝国大学に譲渡されるに伴
い，新三高キャンパスの正門として建設。木造門柱
の両脇に，通用門が付く。大門柱の礎石部と木製柱
身部が追掛大栓継ぎで結合される点に特徴があり，
門扉は上桟をアーチ状とし，全体で和洋が混在した
デザインである。門衛所と共に真水英夫氏の設計と
伝えられる。
総合人間学部門衛所（明治30年建築）
上記の総合人間学部正門と同時に建設。木造，鉄
板葺，ドイツ下見の平屋建。東面の受付部を八角屋
根状に造り，居室部の切妻屋根と組み合わせている。
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人文科学研究所
附属漢字情報研究センター
理学部附属地球熱学研究施設
農学部表門及び門衛所
農学部附属演習林旧本部事務室
文学部陳列館
尊攘堂
楽友会館
総合人間学部正門
総合人間学部門衛所
今回登録した建造物
本部構内正門
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カウンセリングセンターと保健管理センターの共
催により，「心」の問題を取り上げる公開シンポジ
ウム「トラウマと心のケア」が，10月17日（火）午
後１時30分から，薬学部記念講堂において約100人
が参加して開催された。
シンポジウムは，宮崎　昭副学長ならびに岡田康
伸カウンセリングセンター長の挨拶にはじまり，小
西聖子武蔵野女子大学人間関係学部教授と伊藤良子
教育学研究科教授の講演があった。
小西教授の「トラウマの治療と被害者援助」と題
する講演では，実際的な被害者の心理やその対応に
ついて話された。また，伊藤教授の講演「フロイト
のトラウマ論の今日的意義」は，理論的な面から治
療論を深めたものであり，興味深いものであった。
その後，参加者からさまざまな質問があり，充実し
たシンポジウムとなった。
（カウンセリングセンター・保健管理センター）
公開シンポジウム「トラウマと心のケア」の開催
お知らせ
「白馬山の家」の冬季開設
本学の学生及び教職員の厚生施設である「白馬山の家」を，今冬については下記のとおり開設しますので，
ご利用ください。
この「山の家」は，中部山岳国立公園白馬山麓の栂池高原にあり，雄大な北アルプスの峰々に囲まれ，積
雪量も多く，雪質の良さとともにスキーには絶好の条件を備えており，初心者向きから上級者向きまで各種
のゲレンデがあります。
建物は山小屋風の木造地上２階，地下１階建で，間取りは１階が食堂兼談話室，２階が寝室，地階が浴室，
乾燥室等からなっています。
なお，昨年の秋に，屋根，外壁等を修理し，装いも新たになりましたので，是非，ご利用ください。
記
１．名　　称　　京都大学白
はく
馬
ば
山の家（電話　0261 -83 -2405）
２．所 在 地　　長野県北安曇
あずみ
郡小
お
谷
たり
村大字千
ち
国
くに
字柳久保乙869の２
（交通機関）
JR大糸線「白馬大池駅」下車，松本電鉄バス「親
おや
の原
はら
」下車，徒歩約20分
３．開設期間　　12月20日（水）～１月10日（水）並びに２月20日（火）～４月10日（火）
４．収容人員　　26人
５．所要経費　　１人１泊　使用料120円，ほかに食費，暖房費等実費
６．申込み及び利用に関する詳細は，体育会事務室（総合体育館内，電話学内2574）に照会してく
ださい。
７．そ の 他　　当施設には，駐車場がないため，自動車での利用は避けてください。
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学生証のＩＤカード化について
平成13年４月１日から，証明書自動発行機等の利便性向上のため，学生証をプラスチック製ＩＤカードに変
更します。
ついては，現在発行している学生証から新学生証への切り換えを，全対象学生一斉に実施しますので下記
により手続きしてください。
記
１．対 象 者　　学部学生・大学院学生・医療技術短期大学部学生
A最終学年に在籍する者は除く。
B理学研究科，工学研究科，エネルギー科学研究科及び情報学研究科の博士後期課程に在籍
する平成10年10月入学者については対象となります。
２．提出書類　　顔写真１枚（個人別写真台紙の所定欄に貼付のうえ提出）
（文学部・文学研究科については，顔写真を教務掛に持参すること。）
A単身脱帽正面向
B大きさ〈縦3.0㎝×横2.4㎝〉
C光沢仕上げ，カラー写真可
D写真裏面に氏名・学生番号を記入
３．提 出 先　　所属学部・研究科の教務担当掛
ただし，工学部・工学研究科については，学科・専攻事務室教務担当に提出
４．提出期限　　平成12年12月22日（金）
５．留意事項等
１）附属図書館，総合情報メディアセンターの入退館システム等が現在のバーコード（利用者番号）読み
取り方式から磁気データ（学生番号）読み取り方式に変更となります。
２）証明書自動発行機は，現在の学生ＩＤ番号（10桁）の直接入力方式から学生証の磁気データ（学生番号）
読み取り方式に変更となり，パスワード（４桁）入力のみで利用できます。
３）平成13年４月１日以降は，新学生証を持っていない場合は，附属図書館，総合情報メディアセンター，
証明書自動発行機の利用が出来なくなりますので，必ず切り換え手続きを済ませてください。
４）新学生証発行後の紛失等による再発行申請に際しては，今回の切り換え手続き時に提出された個人別
写真台紙により作成するため，新たな写真の提出は不用となります。
５）今回は，平成13年４月１日時点において在籍が確実な者を対象としています。
最終学年在籍者で，平成13年４月１日以降も在籍することとなる場合の手続き時期は，別途連絡します。
６）各学部・研究科における新学生証の交付手続き等については，所属の教務担当掛から別途連絡します。
７）問い合わせ先　　所属学部・研究科の教務担当掛
